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1 目的・方法 

本報告においては、インドにおける「エンゲイジド・ブッディズム」の代表として挙げられる

B. R. アンベードカルによる仏教改宗と、彼の遺志を継いで連綿と行われている「不可触民」（ダ

リト）による仏教改宗運動に関して、特にその「社会性」に焦点をあてて検討・考察を行う。 

「社会参加仏教」とも訳される「エンゲイジド・ブッディズム（Engaged Buddhism / Socially 

Engaged Buddhism）」に関しては、その特徴として、「社会性」を指摘することができる。近現代

インドにおける事例から、B. R. アンベードカルによる仏教への大改宗、ならびに、仏教改宗運

動の検討・分析から、これらにみられる「社会性」について考察する。 

具体的には、アンベードカルの「宗教」ならびに「仏教」に関する言説をたどり、2004年から

継続して行っている、北インドのウッタル・プラデーシュ州における現地調査から、改宗仏教徒

たちの語りや実践、活動を検討する。 

 

2 事例・結果 

アンベードカルによる「仏教」解釈の特徴は、その「社会性」の主張にある。具体的には、「宗

教」と「ダンマ」を峻別したうえで、後者を「社会を構築するための規則」とし、また、仏教の

大目的として、「平等社会の実現」というものが設定されているとする。さらには、僧侶ならび

にサンガの役割として、「社会・共同体に奉仕すべき存在」であることが強調される。加えて重

要な特質として、アンベードカルの仏教改宗運動が、そもそもの発端として、社会的差別に対す

る異議申し立てという要素があり、またここから、「社会的認知」が主要な課題として浮上して

いる点にある。 

 「社会的認知」の希求は、現代インドにおける仏教徒の実践や活動にも認めることができる。

こうした諸実践・諸活動の事例は、グローバル、ナショナル、ローカルな場それぞれにおいて確

認することができる。 

 

3 結論 

 アンベードカルが強く言明した仏教の「社会性」と、彼の理念を受け継いで活動を行う現代イ

ンドの仏教改宗運動にみられる「社会的認知」の希求は、ともに、仏教とは何かという問いにつ

いて、また、仏教とともにある人びとの生の様態について、新たな考察可能性を開いていく契機

となるものであろう。 
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